
吉
川
瑞
希
さ
ん
（
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
）

は
英
語
で
司
会
を
務
め
た
。
「
乗
客

は
外
国
人
が
多
く
、
反
応
が
ど
う
か

心
配
し
た
が
、
最
後
に
盛
り
上
が
り
、

サ
ン
キ
ュ
ー
と
い
う
言
葉
と
大
き
な

拍
手
を
い
た
だ
き
、
演
奏
し
た
甲
斐

が
あ
っ
た
と
思
い
ま
し
た
」
と
語
っ

た
。曲

は
「
１
９
７
０
年
代
、
日
本
の

名
曲
メ
ド
レ
ー
」
、
ク
ィ
ー
ン
の

「D
o
n
'
t

s
t
o
p

m
e

n
o
w

」
、J

-
p
o
p

「
日
本
を
勇
気
づ
け
る
メ
ド
レ
ー
」
、

「
蛍
の
光
」
、
ア
ン
コ
ー
ル
に
「
チ

グ
ハ
グ
」
を
披
露
し
た
。

吹
奏
楽
部
は
こ
の
日
の
午
前
は
講

師
を
招
き
、
コ
ン
ク
ー
ル
曲
を
練
習

し
て
い
た
。
忙
し
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
縫
っ
て
、
演
奏
を
届
け
た
吹
奏
楽

部
の
皆
さ
ん
に
も
う
一
度
拍
手
を
届

け
た
い
。
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８
月
か
ら
新
生
徒
会
長
に
な
る
ケ

ン
プ
さ
ん
に
抱
負
を
聞
い
た
。

双
葉
祭
に
つ
い
て
は
「
失
敗
は
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
記
憶
に
残
る
、

楽
し
か
っ
た
と
思
え
る
行
事
に
し
た

い
」
と
語
り
、
ク
ラ
ス
ス
テ
ー
ジ
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
表
彰
、
総
括
を
担

当
す
る
。

会
長
と
し
て
は
「
学
校
の
顔
と
し

て
ス
ピ
ー
チ
を
し
た
り
、
組
織
を
ま

と
め
、
適
切
な
指
示
を
役
員
に
出
せ

る
よ
う
に
努
め
て
い
き
ま
す
」
。
そ

し
て
、
「
生
徒
の
皆
さ
ん
が
安
心
し

て
、
今
日
も
学
校
に
行
き
た
い
、
明

日
も
楽
し
み
だ
と
思
え
る
学
校
に
し

た
い
」
と
温
か
な
眼
差
し
で
語
っ
て

く
れ
た
。

吹
奏
楽
部
が
歓
迎
演
奏

豪
華
客
船
か
ら
拍
手
と
歓
声大型客船のお客様に演奏を披露した吹奏楽部員

６
月
18
日
（
日
）
の
夕
方
、
小
樽
勝
納
ふ
頭
に
寄
港
し
て
い
た
大
型
客
船

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス
号
（
イ
ギ
リ
ス
籍
）
の
出
港
に
合
わ
せ
、
吹

奏
楽
部
が
お
見
送
り
の
演
奏
を
披
露
し
た
。
乗
客
２
０
４
７
名
、
乗
組
員
１

１
０
０
名
、
外
国
人
が
多
い
と
聞
き
、
緊
張
し
て
臨
ん
だ
部
員
た
ち
だ
が
、

大
き
な
拍
手
と
サ
ン
キ
ュ
ー
と
い
う
言
葉
か
け
に
大
き
な
手
応
え
を
感
じ
た
。

今
日
も
学
校
に
行
き
た
い
、

明
日
も
楽
し
み
だ
と
思
え
る
学
校
に

新
生
徒
会
長

２
年
２
組

ケ
ン
プ
・
菜
多
理
・
ジ
ェ
ー
ン

新生徒会長 ケンプ・
菜多理・ジェーンさん

６
月
18
日
、
小
樽
運
河
ロ
ー
ド
レ
ー

ス
大
会
が
開
催
さ
れ
、
１
４
０
０
名

が
出
場
し
た
。
倉
内
慶
一
校

長
先
生
は
50
歳
以
上
、
10

キ
ロ
部
門
に
出
場
し
、
61

分
で
ゴ
ー
ル
し
た
。

今
回
は
２
度
目
の
出
場

で
、
タ
イ
ム
は
60
分
を
目
指
し
て
い

た
と
い
う
。

10
年
前
か
ら
健
康
の
た
め
に
ラ
ン
ニ

ン
グ
を
始
め
、
「
せ
っ
か
く
走
る
な

ら
本
気
で
走
る
機
会
が
あ
れ
ば
」
と

勤
務
地
小
樽
の
大
会
に
出
場
し
た
。

完
走
し
て
「
爽
や
か
な
達
成
感
が

あ
っ
た
。
沿
道
で
応
援
し
て
く
れ
る

と
元
気
を
も
ら
え
た
」
と
語
っ
て
い

る
。
80
代
の
方
も
完
走
さ
れ
、
励
み

を
受
け
た
そ
う
だ
。

倉
内
校
長
10
キ
ロ
完
走

小
樽
運
河
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

小樽桜陽高校のボランティアの

生徒に写真を撮ってもらった。

（
写
真
上
）
演
奏
風
景

（
写
真
下
右
）
み
ん
な
で
お
見
送
り

（
写
真
下
左
）
客
船
は
大
き
く
、
ビ
ル

の
よ
う
だ
っ
た
。


